
更新日：令和８年４月１日 

判例を探す 

○ 判例とは？ 

判例とは、裁判の先例のことです。裁判所が特定の訴訟事件に対して下した判断で、同種の事件を裁判する

際の規範となり、判決例とも言います。重要な判例は判例集に掲載されますが、すべての判例が掲載されるわ

けではありません。 

 

 

 

 

 

① オンラインデータベースでの検索 

※レファレンスサービスカウンター前の「オンラインデータベース検索パソコン」でご利用いただけます。 

 ＴＫＣローライブラリー 【オンラインデータベース】［株式会社ＴＫＣ］ 

明治８年の大審院判例から今日までに公表された判例を収録した「LEX/DBインターネット」や、「公的判例

集データベース」、「新・判例解説Watch」で判例・法令情報等を検索することができます。 

 第一法規法情報総合データベース（D1-Law.com） 【オンラインデータベース】［第一法規］ 

国内最大規模の総合判例データベースで、「判例体系」で判例を、「現行法規」で現行法を、「法律判例文献

情報」で法律や判例に関する文献を検索できます。相互リンクにより、判例から現行法や関連文献を調査する

こともできます。検索した現行法・判例の全文や、『判例タイムズ』の判例解説を見ることもできます。 

「判例体系」 

昭和２８年以来、加除式書籍で提供されてきた『判例体系』のデータベース版です。 

公刊・民間の判例誌約１００誌に公表された全分野の判例及び独自入手された判例など明治以降の約３５

万件の判例、研究者・実務家による約４１万件の判例要旨、判例本文約３５万件を収録しています。更新頻

度は毎月更新となっています。 

検索項目には、①書誌・要旨・本文・解説フリーワード、②事項（キーワード）、③参照法令、④判例

ID、⑤基本書誌（裁判年月日・裁判所・事件番号）、⑥出典名、⑦裁判官名、⑧法編（『判例体系』の法編

分類）、⑨民事・刑事区分があり、様々な項目から判例を探すことができます。 

 

② インターネットでの検索 

 裁判所ウェブサイト 【インターネット】［最高裁判所］ 

「裁判例検索」のページでは、判例検索に便利な次の６つのデータベースを見ることができ、横断検索も可

能です。全文と添付資料はPDFファイルになっています。 

⇒ https://www.courts.go.jp/index.html 

「高等裁判所で○月○日に判決が出た、裁判の判例を見たい。」「事件番号 昭和○年（○）第○号の判決文を

見たい。」「交差点で起こった交通事故に関する判例を探したい。」 

判例を調べるのに便利な資料や方法をご紹介します。 

当館は皆様の「調べる」をお手伝いします。ご不明な点がありましたらレファレンスサービスカウンターの

職員にお気軽にお尋ねください。 
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判例を探すには、次の方法があります。 

① オンラインデータベースでの検索 

② インターネットでの検索   

③ 判例雑誌を見る 



 

最高裁判所判例集：最近の主な最高裁判所の判例や、「最高裁判所民事判例集」（当館請求記号Z32/3）、「最高裁判

所刑事判例集」（Z32/3）、「最高裁判所裁判集民事」、「最高裁判所裁判集刑事」（未所蔵）に登

載された判例等が掲載されています。判示事項欄に記載のない判例等の裁判要旨は暫定的なも

ので、確定した段階で変更される場合があります。 

高等裁判所判例集：「高等裁判所民事判例集」（Z32/69）、「高等裁判所刑事判例集」（Z32/68）に登載された判例等

が掲載されています。 

下級裁判所判例集：各地の下級裁判所ウェブサイトの「主要判決速報」コーナーに掲載された判決等（平成１４年

３月以降）と、判決等の判示事項の要旨（平成１５年４月１５日以降）が掲載されています。 

行政事件裁判例集：下級裁判所における行政事件のうち、「行政事件裁判例集」（平成９年まで刊行）（Z32/57）に

掲載された昭和４４年から平成９年までの判決等と、平成１０年以降の主な判決等が掲載されて

います。 

労働事件裁判例集：労働事件のうち、「最高裁判所民事判例集」、「最高裁判所裁判集民事」、「労働関係民事裁判例

集」（平成９年まで刊行）に掲載された昭和４４年から平成９年までの主な判決等と、平成１０

年以降の主な判決等が掲載されています。 

知的財産裁判例集：知的財産権民事・行政事件のうち、「最高裁判所民事判例集」、「最高裁判所裁判集民事」に登

載された判決等と、その他の最高裁判所、高等裁判所及び地方裁判所の主な知的財産権に関す

る判決等が掲載されています。 

 

また、「最近の裁判例」では、最高裁判所判例集、下級裁判所判例集、知的財産裁判例集について最近の判例を

参照することができます。早いものは判決の翌日に掲載されることもあります。 

 

③ 判例雑誌を見る 

判例雑誌には、公式判例集に掲載されなかった判例も掲載されることがあります。 

当館では、次のような判例雑誌を所蔵しています。 

判例雑誌は閲覧室の書架４７～４８（閲覧室に入って右側奥）官報コーナーにあります。 

 判例時報 ［判例時報社 旬刊］（Z32/5） 

重要な判例を〈行政〉〈民事〉〈知的財産権〉〈商事〉〈刑事〉に分けて紹介しています。毎月１日号には、「判

例評論」という判例評釈が収録されています。 

当館では、１号（昭和２８年６月）から継続して所蔵しています（欠号あり）。 

 判例タイムズ ［判例タイムズ社 月刊］（Z32/95） 

法律の実務家向けに全国の判例情報と関連する論文を載せています。 

当館では、４１巻９号（通巻７１９号・平成２年４月１５日）から、継続して所蔵しています。 

なお、一部の解説情報は①オンラインデータベースの「判例体系」から検索・閲覧可能です。 

 ジュリスト ［有斐閣 月刊］（Z32/6） 

民商法、知的財産法、租税法、経済法、労働法といったビジネスローを中心とした特集と、「判例速報」や

「判例研究」等実務において重要な判例記事を掲載しています。 

当館では、１６号（昭和２７年８月）から継続して所蔵しています（欠号あり）。 

 別冊ジュリスト 判例百選 ［有斐閣 不定期刊］（Z32/8） 

「民事判例百選」「特許判例百選」など、法令ごとに重要な１００件の判例をピックアップし、事実の概要、

判旨、解説、参考文献を紹介しています。 

当館では、１号（昭和４０年１月）から継続して所蔵しています（欠号あり）。 

 判例地方自治 ［ぎょうせい 月刊］（Z32/96） 

地方公共団体が当事者となっている行政・民事の裁判例（地方自治判例）を毎月１０件前後掲載しています。

重要判例には解説等が載っています。 

当館では、５４号（平成元年４月）から継続して所蔵しています（欠号あり）。 


